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福島県小学校長会生徒指導部アンケート調査結果の概要

SNS・ネット利用の状況と家庭のルール・フィルタリングの実態

（％；全児童数に対する割合）
○ 児童回答では，平日にSNSを利用している児童は，約３０％で，利用している児童の９０％
は，２時間未満の利用状況でした。しかし，少数ではありますが，３時間以上利用している
児童が全体の１．６％ほどおりました。

○ 休日におけるSNSの利用状況は，平日と同様の傾向にありますが，平日よりもSNSを利用す
る児童が若干増え，利用時間も増えています。特に，長時間(３時間以上）利用する児童は，
倍増しています。

○ ネット利用のルールを決めている家庭は約６０％にすぎず，約４０％の家庭ではルールが
無いという実態が分かりました。さらに，保護者はルールを決めていると思っていても，児
童がルールとしてしっかり認識していない家庭が約６％見られました。

○ ルールの遵守傾向については，児童の約４人に１人が「あまりルールを守っていない」と
回答しています。

○ 子どもが使用している機器にフィルタリング機能を設定しているのは，約半数にとどまっ
ています。フィルタリング機能を利用しない理由としては，「家族所有の機器を使わせている
から」(６２．０％)が最も多く，次に「フィルタリング機能やその設定の仕方を知らないか
ら」（１０．８％）となっています。

ご家庭でぜひ確認していただきたいこと

SNSを介したトラブルについての学校への調査では，県内の１７．７％の小
学校で，トラブルを把握し，その対応を行っています。SNS利用上のトラブル
は，｢SNS上での言葉のトラブル」「SNS上への画像等の個人情報の掲載」「SNS
を介して知り合った人との接触｣などがありました。近年，SNSを介したトラ
ブルは，増加傾向にあり，かつ悪質化・巧妙化しています。また，長時間使
用による生活の乱れも数多く報告されており，今後，『ネット依存症』になる
ことも心配されています。
本年２月１日に施行された改正「青少年インターネット環境整備法」では，１８歳未満のスマ

ホ・携帯の利用を把握・管理して，教育するのは「保護者の責務」と定めています。以上のこと
から，ネットの危険から子どもたちを守り，安心して上手にネット端末を利用できるように，以
下の内容を確認してください。

① ネット端末機器を購入する必要性，購入した目的を子どもと（再）確認する。

② 必ずフィルタリングをする。（設定の仕方が分からない場合は，各通信会社へお問い合わ
せください。無料で設定ができます。）
※青少年インターネット環境整備法：１８歳未満には必ずフィルタリングする。

③ 利用する際の家庭内のルールを子どもと相談して決め，文章化しておく。決めたルール
が守られているか定期的に話し合い，見直す。

④ インターネットの特性（情報モラル，セキュリティ，フィルタリング）や危険性を保護
者が積極的に学び，子どもと確認する。

⑤ 子どもがどんな使い方をしているか確認する。（家の中だけでなく，外での使用も含めて）

⑥ 保護者自身が適切なインターネット利用を心掛け，手本となってよいマナーを学ばせる。

⑦ 困ったことが起きたときは，学校や下記の専門機関に相談する。
＜相談機関＞
○ 警察庁相談ホットライン ＃９１１０
○ 匿名通報ダイヤル（警察庁） ０１２０－９２４－８３９ http://www.tokumei24.jp/
○ 都道府県警察の少年相談窓口 http://www.npa.go.jp/bureau/safetylife/syonen/soudan.html
○ ２４時間子供 SOSダイヤル（文部科学省） ０１２０－０－７８３１０
○ 消費者ホットライン １８８

※お子さんをネット被害から守るために，よろしくお願いします。


